
立
川
市
道
２
級
25
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会
議
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経
過

会
議
の
経
過
◆

◆
会
議
の
経
過
◆

H23年度

上砂町５丁目上砂町５丁目

立川市道２級1
6号線

立川市道２級1
6号線

立川市道２級1
6号線 武蔵砂川駅武蔵砂川駅

立
川
市
道
北６号

線

立
川
市
道
北６号

線

立
川
市
道
北
７
号
線

立
川
市
道
北
７
号
線

立
川
市
道
２
級
25
号
線

立
川
市
道
２
級
25
号
線

立
川
市
道
北
10号
線

立
川
市
道
北
10号
線

立川市立
上砂川小学校
立川市立
上砂川小学校

立
川
市
道
北
63号
線

立
川
市
道
北
63号
線立川

市道
北11

号線

立川
市道
北11

号線

立川市道２級17号線立川市道２級17号線

・・・・・・・・・・・・・・・・2面

・・・・・・・・・・・3～ 6面

・・・・・・・・・・・7面

・・・・・・8面

●議案賛否

●一般質問

●委員会の活動

●請願・陳情、意見書

主な内容

プールがあれば乗り切れる！プ ルがあれば乗り切れる！ルがあれば乗り切れる！あれば乗り切れるれあれば乗り切れる！乗り切れる！れれ れれば乗りりあれば乗り切れるるルがあれば乗り切れる！プープールがあれば乗り切れる！プールがあれば乗り切れる！プールがあれば乗り切れる！

第2回 定例会定例会

「立川市道２級25号線の認定について」など市長提出の16議案を
可決・承認・同意

「請願　放射能汚染の測定・監視をしてください」及び陳情３件
を採択。陳情２件を不採択、陳情２件を継続審査とする

東京都後期高齢者医療広域連合議会議員に太田光久議員を推薦

25名の議員が市政全般にわたり、一般質問を行う

（高松保育園）（高松保育園）（高松保育園）

　６月23日の本会議で、人権擁護委員候補者の推薦につ
いて同意しました

人権擁護委員候補者

立川市錦町在住
▶伊藤　正人　氏（再任）

東京都後期高齢者医療
　　　　　　広域連合議会議員

（任期：平成23年7月2日
　　　　～平成25年7月1日）

▶太田　光久　氏

立川市柴崎町在住
▶角谷　明人　氏（再任）

人事紹介人事紹介人事紹介 議会人事議会人事議会人事

立川市道 2級 25号線とは

　武蔵砂川駅北側地区街区幹
線道路整備事業計画に基づ
き、整備を計画している道路
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会
期
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６
月
６
日

　

本
会
議

６
月
７
日

　

本
会
議

　

議
会
運
営
委
員
会

６
月
９
日
〜
13
日

　

本
会
議

６
月
14
日

　

総
務
委
員
会

６
月
15
日

　

厚
生
産
業
委
員
会

６
月
16
日

　

環
境
建
設
委
員
会

６
月
17
日

　

文
教
委
員
会

６
月
20
日

　

立
川
ま
ち
づ
く
り

　

特
別
委
員
会

６
月
22
日

　

議
会
運
営
委
員
会

６
月
23
日

　

本
会
議
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各議案に対する賛否
公…公明党　民…民主・市民フォーラム　自…たちかわ自民党　共…日本共産党　み…みどり立川　市…市民の党　ネ…立川・生活者ネットワーク　安…安進会

立川市道２級 25 号線の認定について

（内容）上砂町５丁目地内。幅員22ｍ～ 108.87ｍ、延長 511.64ｍを認定 （反対討論）これだけの事業費があれば多くの狭隘道路を整備できるのではないか

図書館の空白地域を解消することを求める陳情

（内容）8面「請願・陳情の結果」参照 （反対討論）図書館協議会の委員として答申をあげた方が陳情を提出するのは問題があるのではないか

脱原発政策を求める自治体要請に関する陳情

（内容）8面「請願・陳情の結果」参照 （賛成討論）原発をゼロにする期限を決めたプログラムをつくるべき

米軍普天間飛行場移設の日米合意（共同声明）の見直しに関する陳情

（内容）8面「請願・陳情の結果」参照 （賛成討論）基地をなくせの県民・国民の願いに答えるべき

可決

採択

不採択

不採択

第47号

陳　　情 第 2 号

陳　　情 第 3 号

陳　　情 第 6 号

件 名

議席番号

議員名

会派名

1

ネ

注）議長は採決に加わりません
○…賛成　×…反対

結　

果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ × × ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

○ × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

○ ○ ○

× × ×

× × ×

× × ×

稲
橋　

ゆ
み
子

2

民

小
川　

あ
き
こ

3

民

伊
藤　

大
輔

4

公

山
本　

み
ち
よ

5

公

高
口　

靖
彦

6

安

安
東　

太
郎

7

自

木
原　

宏

8

自

古
屋　

直
彦

9

自

中
山　

ひ
と
美

10

自

須
﨑　

八
朗

11

公

福
島　

正
美

12

公

伊
藤　

幸
秀

13

公

岩
元　

喜
代
子

14

民

大
石　

ふ
み
お

15

民

梅
田　

春
生

16

市

五
十
嵐　

け
ん

17

共

永
元　

須
摩
子

18

共

浅
川　

修
一

19

共

堀
江　

重
宏

20

共

上
條　

彰
一

21

み

大
沢　

豊

22

民

田
中　

清
勝

23

民

守
重　

夏
樹

24

民

太
田　

光
久

26

公

中
島　

光
男

27

自

清
水　

孝
治

28

自

佐
藤　

寿
宏

25

公

堀　

憲
一
（
議
長
）

賛否が分かれた議案等

全会一致で可決・承認・同意・採択された議案等

公立学校施設における防災機能の整備の推進を求める意見書

8面「意見書（要旨）」参照

立川市地域文化振興財団助成条例の一部を改正する条例

立川市地域文化振興財団が公益財団法人へ移行したことに伴う条文整備

市長提出
議　　案

 第 2 号

安心して教育が受けられる社会の実現を求める意見書

8面「意見書（要旨）」参照
 第 3 号

若者の雇用対策の更なる充実を求める意見書

8面「意見書（要旨）」参照
 第 4 号

福島原発事故被害への一日も早い賠償の実現を求める意見書

8面「意見書（要旨）」参照
 第 5 号

被災住宅に対する生活再建支援制度の抜本的引き上げ、対象拡大を
求める意見書
8面「意見書（要旨）」参照

 第 6 号

地方消費者行政に対する国の実効的支援を求める意見書

8面「請願・陳情の結果」参照
 第 7 号

エネルギー基本計画（平成22年6月策定）の見直しを求める意見書

8面「請願・陳情の結果」参照
 第 8 号

議員提出
議　　案  第52号

立川市文化芸術のまちづくり条例の一部を改正する条例

立川市地域文化振興財団が公益財団法人へ移行したことに伴う条文整備
 第53号

専決処分について［平成23年度立川市一般会計補正予算（第１号）］

2,230万円を追加。補正後の総額は670億1,730万円
 第56号

専決処分について［平成23年度立川市特別会計国民健康保険事業補
正予算（第１号）］
2,230万円を追加。補正後の総額は169億8,839万3千円

 第57号

平成23年度立川市一般会計補正予算（第２号）

1億1,036万5千円を追加。補正後の総額は671億2,766万5千円
 第58号

平成23年度立川市特別会計競輪事業補正予算（第１号）

2,924万1千円を追加。補正後の総額は202億8,967万6千円
 第59号

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者に伊藤正人氏及び角谷明人氏を推薦
 第60号

請願　放射能汚染の測定・監視をしてください

8面「請願・陳情の結果」参照
第 1 号

立川市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例
新たにボランティア休暇、災害休暇、事故休暇を整備するもの

 第55号

立川市常勤特別職職員給与等支給条例の臨時特例に関する条例の
一部を改正する条例

市長の給料を1カ月間、行政管理部を担任する副市長の給料を2カ月間、それ
ぞれ10％減額するもの

 第54号

市長提出
議　　案

請　　願

地方消費者行政を充実させるため、地方消費者行政に対する国による
実効的支援を求める意見書を政府等に提出することを求める陳情

8面「請願・陳情の結果」参照

第 4 号陳　　情

エネルギー基本計画（平成22年6月策定）の見直しを求める意見書
提出についての陳情

8面「請願・陳情の結果」参照

第 5 号陳　　情

専決処分について［平成22年度立川市一般会計補正予算（第10号）］

東日本大震災対策事業の繰越明許費を補正
 第45号

専決処分について（立川市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例）

東日本大震災の被災者の負担軽減を図るもの
 第46号

立川市下水道条例の一部を改正する条例

都下水道局に登録された排水設備工事責任技術者も市登録者とみなすもの
 第48号

立川市義務教育就学児医療費助成条例の一部を改正する条例

公簿等により確認できる場合、現況届の提出を省略できるようにするもの
 第50号

立川市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

東日本大震災の被災者の負担軽減を図るもの
 第51号

立川市公園条例の一部を改正する条例
「立川市幸三南公園」及び「立川市若葉四西公園」を都市公園以外の公園とし
て設置するもの

 第49号

市長提出
議　　案

　発言内容などを詳しく知りたい方は、中央図書館や
市役所3階の市政情報コーナーで会議録をご覧くださ
い。また、市議会のホームページ内の会議録検索シス
テムでもご覧になれます。今期定例会の内容について
は、９月16日頃からご覧いただける予定です。

　発言内容などを詳しく知りたい方は、中央図書館や
市役所3階の市政情報コーナーで会議録をご覧くださ
い。また、市議会のホームページ内の会議録検索シス
テムでもご覧になれます。今期定例会の内容について
は、９月16日頃からご覧いただける予定です。

お中元・お歳暮

病気見舞い

入学祝・卒業祝

葬式の花環・供花

町内会の催物や
旅行会などへの
寸志・飲物の
差入れ 代理人等が出席

する場合の結婚
祝いや香典
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要旨要旨

★…一問一答方式

１　

中
山　

ひ
と
美
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

　

①
防
災
対
策
を
含
む
危
機
管
理
に
つ
い
て

　

②
小
・
中
学
校
冷
房
施
設
導
入
に
つ
い
て

　

③
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

２　

安
東　

太
郎
（
安
進
会
）

　

①
東
日
本
大
震
災
を
通
し
て

　

②
立
川
南
地
域
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

　

③
議
場
の
あ
り
方
含
む
市
施
設
へ
の
国
旗
・

　
　

市
旗
の
掲
揚
に
つ
い
て

３　

木
原　

宏
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）
★

　

①
立
川
市
に
お
け
る
防
災
対
策
に
つ
い
て

４　

伊
藤　

大
輔
（
民
主・市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

①
学
校
管
理
費
・
国
有
地
借
上
料
に
つ
い
て

　

②
情
報
発
信
の
責
任
と
役
割

５　

大
石　

ふ
み
お
（
民
主・市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

①
羽
衣
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

６　

浅
川　

修
一
（
日
本
共
産
党
）

　

①
東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に

　
　

つ
い
て

　

②
用
水
等
の
管
理
に
つ
い
て

７　

中
島　

光
男
（
公
明
党
）

　

①
市
長
在
任
４
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

②
立
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

③
公
共
施
設
の
跡
活
用
に
つ
い
て

　

④
小
・
中
学
校
の
冷
房
設
備
に
つ
い
て

　

⑤
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

８　

高
口　

靖
彦
（
公
明
党
）

　

①
防
災
に
つ
い
て

　

②
学
校
の
プ
ー
ル
の
整
備
に
つ
い
て

９　

山
本　

み
ち
よ
（
公
明
党
）

　

①
防
災
に
つ
い
て

　

②
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く

　
　

む
た
め
に

　

③
清
掃
工
場
に
つ
い
て

10　

伊
藤　

幸
秀
（
公
明
党
）

　

①
高
齢
者
が
元
気
に
！
「
支
え
あ
い
の
社
会
」

　
　

を
！

　

②
不
妊
症
・
不
育
症
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

③
市
内
業
者
発
展
の
た
め
の
入
札
制
度
を

　

④
競
輪
事
業
に
つ
い
て

　

⑤
立
川
通
り
の
課
題
に
つ
い
て

11　

小
川　

あ
き
こ
（
民
主・市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

①
狂
犬
病
に
つ
い
て

　

②
災
害
時
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て

12　

梅
田　

春
生
（
民
主・市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

①
市
内
公
園
等
、
学
供
施
設
の
放
射
線
量
に

　
　

つ
い
て

　

②
公
園
の
管
理
に
つ
い
て

　

③
立
川
市
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
に

　
　

つ
い
て

13　

永
元　

須
摩
子
（
日
本
共
産
党
）

　

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
運
営
に
問
題
は
な
か
っ
た

　
　

の
か

　

②
立
川
市
内
の
節
電
計
画
に
つ
い
て

　

③
高
齢
者
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て

14　

清
水　

孝
治
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

　

①
若
葉
町
地
域
の
道
路
・
交
通
の
今
後
に
つ

　
　

い
て

15　

福
島　

正
美
（
公
明
党
）
★

　

①
大
震
災
の
脅
威
と
真
剣
に
向
き
合
う
ま
ち

　
　

づ
く
り

　

②
大
型
店
出
店
に
よ
る
南
北
の
交
通
渋
滞
解

　
　

消
策
に
つ
い
て

　

③
家
族
介
護
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

16　

太
田　

光
久
（
民
主・市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

①
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

②
ク
ー
ラ
ー
設
置
及
び
放
射
能
測
定
に
つ
い

　
　

て

　

③
人
事
任
用
制
度
に
つ
い
て

　

④
福
祉
施
策
の
充
実
に
つ
い
て

17　

佐
藤　

寿
宏
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）
★

　

①
若
葉
町
清
掃
工
場
移
転
問
題
に
つ
い
て

　

②
再
資
源
化
装
置
導
入
留
保
の
総
括
に
つ
い

　
　

て

18　

上
條　

彰
一
（
日
本
共
産
党
）
★

　

①
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
に
つ
い
て

　

③
学
校
給
食
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解
に
つ

　
　

い
て

19　

須
﨑　

八
朗
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

　

①
５
歳
健
診
の
必
要
性
に
つ
い
て

20　

堀
江　

重
宏
（
日
本
共
産
党
）

　

①
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

②
あ
る
社
会
福
祉
法
人
の
こ
と
に
つ
い
て

21　

岩
元　

喜
代
子
（
公
明
党
）
★

　

①
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
て

　

②
市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
た
め
に

　

③
若
者
の
自
立
支
援
の
拡
充
を
―
貧
困
の
連

　
　

鎖
か
ら
の
自
立

　

④
西
砂
町
、
上
砂
町
の
諸
課
題

22　

稲
橋　

ゆ
み
子
（
立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
ー
ク
）
★

　

①
「
小
・
中
学
校
、
保
育
園
の
給
食
」
の
安

　
　

全
な
食
材
確
保
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み

　
　

に
つ
い
て

　

②
公
共
施
設
の
環
境
に
負
荷
の
か
か
ら
な
い　

　
　

「
せ
っ
け
ん
」
の
使
用
に
つ
い
て

23　

守
重　

夏
樹
（
民
主・市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）★

　

①
基
礎
自
治
体
と
し
て
持
続
可
能
な
将
来
の

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

②
子
育
て
、
子
育
ち
支
援
に
つ
い
て

　

③
交
通
ア
ク
セ
ス
と
市
内
交
通
網
の
現
状
と

　
　

課
題
に
つ
い
て

24　

五
十
嵐　

け
ん
（
市
民
の
党
）
★

　

①
「
原
発
震
災
」
に
対
す
る
対
応
・
対
策
と

　
　

放
射
能
汚
染
に
つ
い
て

　

②
保
育
園
や
学
校
の
園
庭
や
校
庭
・
プ
ー
ル

　
　

の
放
射
能
に
つ
い
て

　

③
保
育
園
や
学
校
の
給
食
の
食
材
に
つ
い
て

　

④
脱
原
発
へ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ

　
　

ト
に
つ
い
て
（
原
発
に
頼
ら
な
い
社
会
へ

　
　

の
転
換
と
効
率
的
な
節
電
対
策
に
つ
い
て
）

25　

大
沢　

豊
（
み
ど
り
立
川
）
★

　

①
電
力
自
由
化
問
題

　

②
学
校
で
の
原
子
力
教
育

　

③
公
共
施
設
か
ら
の
公
衆
電
話
の
撤
去
に
つ

　
　

い
て

　

④
原
子
力
発
電
所
事
故
の
立
川
市
へ
の
影
響

○申し合わせにより議長、副議長及び監査委員は一般質問を遠慮することとなっています。

日
本
人
と
し
て
国
旗
に
敬
意
を
あ

ら
わ
す
こ
と
は
当
た
り
前
で
、
市

旗
に
つ
い
て
も
市
民
と
し
て
当
然
で
す
。
本

市
議
会
の
議
場
に
は
国
旗
と
市
旗
が
掲
揚
さ

れ
て
お
ら
ず
、
国
旗
・
市
旗
を
掲
揚
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。
市
で
は
国
旗
・
市
旗
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
市
制
発
足
以
来
、
旧
庁
舎
か

ら
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
含
め
、
市
施
設
の

掲
揚
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
市
長
の
、
国
旗
・
市
旗
に
対
す
る
考
え

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

国
旗
は
国
を
象
徴
す
る
も
の
と
し

て
、
ま
た
市
旗
は
多
摩
地
域
の
中

心
都
市
立
川
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
敬
意

を
表
し
、
大
切
に
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
長
室
へ
は
平
成
19
年
９
月
の
市
長

就
任
以
来
、
市
旗
と
と
も
に
国
旗
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
本
庁
舎
以
外
の
市
の
施
設
で
は
終

日
掲
揚
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

本
庁
舎
で
は
市
旗
は
制
定
以
来
掲
揚
し
て
い

ま
す
。
国
旗
は
法
の
制
定
後
は
制
定
さ
れ
た

事
実
を
尊
重
し
、
平
成
12
年
３
月
１
日
よ
り

終
日
掲
揚
し
て
い
ま
す
。

答 問

国旗・市旗の掲揚を　
本庁舎は終日掲揚している

安東　太郎（安進会）

国
へ
支
払
っ
て
い
る
小
中
学
校
の

土
地
借
上
げ
料
に
つ
い
て
、
平
成

22
年
度
は
、
年
間
総
額
576
万
４
千
229
円
に
の

ぼ
り
、
大
き
な
財
政
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

賃
料
の
推
移
を
５
年
前
と
比
較
す
る
と
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
本
来
無
償
で

受
け
ら
れ
る
義
務
教
育
に
市
税
が
充
て
ら
れ
、

同
じ
子
ど
も
の
た
め
に
あ
る
保
育
園
等
は
無

償
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
て
い
ま
す
。
単
独
あ

る
い
は
周
辺
市
と
の
協
議
や
協
力
体
制
を
図

り
、
国
に
無
償
化
を
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
国
有
地
に
つ
い
て
、

小
学
校
は
３
校
３
千
515
平
方
メ
ー

ト
ル
、
中
学
校
で
は
１
校
428
平
方
メ
ー
ト
ル

を
国
か
ら
借
り
て
い
ま
す
。
賃
料
は
国
の
普

通
財
産
の
貸
付
算
定
基
準
に
基
づ
き
算
定
さ

れ
、
５
年
前
と
の
比
較
で
は
51
万
２
千
円
、

9.7
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。
社

会
福
祉
施
設
、
児
童
福
祉
施
設
は
例
外
措
置

と
し
て
無
償
で
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
公
共
施

設
で
扱
い
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
他
の
自
治

体
と
協
調
し
て
無
償
貸
し
付
け
、
無
償
譲
渡

に
つ
い
て
国
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

答 問

小中学校の高額な土地借上げ料
無償化を要望したい

伊藤　大輔（民主・市民フォーラム）

３
月
11
日
に
大
き
な
災
害
が
起
き

ま
し
た
が
、
市
内
小
中
学
校
で
は

集
団
下
校
で
帰
宅
さ
せ
た
り
、
学
校
に
待
機

さ
せ
て
い
た
り
と
対
応
に
統
一
性
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
年
に
一
度
で
も
い
い
の
で
、

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
読
ん
で
徹
底
さ
せ
る
べ

き
で
す
。
ま
た
こ
の
震
災
の
影
響
で
、
小
中

学
校
へ
の
冷
房
設
備
導
入
に
つ
い
て
、
色
々

な
う
わ
さ
が
流
れ
て
い
ま
す
。
国
の
補
助
の

有
無
を
待
た
ず
に
、
冷
房
設
備
を
入
れ
る
と

い
う
決
断
を
し
っ
か
り
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

一
部
の
学
校
で
は
交
通
機
関
の
麻

痺
に
よ
り
保
護
者
不
在
の
中
で
児

童
を
帰
宅
さ
せ
た
り
、
保
護
者
の
引
き
取
り

が
な
い
ま
ま
下
校
さ
せ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

大
き
な
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

教
育
委
員
会
で
は
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

各
学
校
で
の
安
全
指
導
計
画
、
安
全
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

冷
房
設
備
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助

金
が
採
択
さ
れ
て
い
な
い
等
の
不
安
材
料
は

あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
期
の
着
工
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答 問

小中学校に冷房設備の実現を
早期の着工に向け取り組む
中山　ひと美（たちかわ自民党）

震
災
発
生
時
は
電
話
が
つ
な
が
ら

ず
、
小
中
学
校
で
は
生
徒
の
安
全

確
保
や
保
護
者
へ
の
連
絡
等
、
対
応
に
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
回
の

地
震
の
際
は
、
メ
ー
ル
は
有
効
な
手
段
で
し

た
。
何
か
あ
っ
た
時
に
学
校
側
か
ら
メ
ー
ル

が
配
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
構
築
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
る
の
は
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
学
校
単
位
で
な
く
教
育
委
員

会
が
積
極
的
に
介
入
し
、
取
り
か
か
る
べ
き

で
す
。

学
校
の
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
当
初

の
目
的
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
児
童
の
帰
宅

の
安
全
の
確
認
や
、
運
動
会
の
中
止
等
の
連

絡
を
す
る
た
め
で
し
た
。
今
回
の
使
い
方
は

想
定
外
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の

学
校
の
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
教

育
委
員
会
と
し
て
も
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

導
入
す
る
学
校
は
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
が
、

全
校
一
斉
に
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
検
討
し
た
い
。

答 問

全校に安全・安心メール導入を
一斉導入はもう少し検討したい

木原　宏（たちかわ自民党）

第280号
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